
Title
Continuous femoral versus epidural block for
attainment of 120°knee flexion after total knee
arthoplasty : a randomized controlled trial

Author(s) 酒井, 規広

Citation 大阪大学, 2013, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/59833

rights

Note

著者からインターネット公開の許諾が得られていない
ため、論文の要旨のみを公開しています。全文のご利
用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



―
　
 
 ―

276

氏 名 酒
さか

　　井
い

　　規
のり

　　広
ひろ

　

博士の専攻分野の名称

学 位 記 番 号

学 位 授 与 年 月 日

学 位 授 与 の 要 件

博　士（医学）

第　 ２５９３８　 号

平 成 25 年 ３ 月 25 日

学位規則第４条第１項該当

医学系研究科外科系臨床医学専攻

学 位 論 文 名 Continuous femoral versus epidural block for attainment of 120°

knee flexion after total knee arthoplasty: a randomized controlled 

trial

（人工膝関節置換術術後の鎮痛手段が 120 度膝深屈曲到着時間に与える

影響：持続大腿神経ブロックと持続硬膜外ブロックのランダム化比較試

験）

論 文 審 査 委 員 （主査）

教　授　眞下　　節

（副査）

教　授　吉川　秀樹　  教　授　菅本　一屋

【112】

論　文　内　容　の　要　旨



―
　
 
 ―

277

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨




